
■
対
象
と
な
る
人

▽
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
、

年
額
十
八
万
円
未
満
の
人

▽
老
齢
福
祉
年
金
、遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
恩
給
等
の
み
受

給
し
て
い
る
人

▽
年
の
中
途
で
資
格
取
得
し
た

人
な
ど

■
支
払
い
方
法

七
月
か
ら
翌
年
の
二
月
ま
で
の

八
回
払
い
で
す
。
七
月
上
旬
に
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
七
月

か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
八
回
に
分

け
て
金
融
機
関
に
支
払
っ
て
い
た

だ
く
か
、
七
月
に
全
期
分
を
ま
と

め
て
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
な
た
が
指
定
し
た
口
座
か

納
期
を
過
ぎ
た
保
険
料
に
は
、

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
。
ま
た
、
特
別
な
事
情
が
な

い
限
り
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
次

の
よ
う
な
措
置
を
受
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
介
護
保
険
給
付
が
償
還
払
い

に
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
点

で
、
自
己
負
担
分
の
一
割
だ
け
で

な
く
、
い
っ
た
ん
全
額
支
払
い
、

後
日
九
割
を
払
い
戻
し
し
ま
す
。

（
申
請
が
必
要
で
す
）

■
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
の
額

を
給
付
さ
れ
る
金
額
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
長
期
間
に
わ
た
り
滞
納

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
に
応

じ
て
一
定
の
期
間
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
自
己
負
担
額
が
一
割
か
ら
三
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
も
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ

り
保
険
料
を
支
払
え
な
い
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
一
定
期
間
の
支

払
猶
予
ま
た
は
減
免
を
行
い
ま

す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ら
、
各
納
期
に
自
動
的
に
支
払
わ

れ
る
の
で
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心

で
す
。

■
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

▽
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
に
出

向
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

▽
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
毎

年
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
手
続
き
は
、
あ
な
た
の
指
定

さ
れ
る
金
融
機
関
、
郵
便
局

窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
持
参
す
る
も
の
〉

▽
預
金
通
帳

▽
印
鑑
（
通
帳
に
押
印
し
て
い

る
も
の
）

▽
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
ま

た
は
納
入
通
知
書

■
問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢
社

会
課
（
q
20
―

３
１
７
４
）

介護保険ミニ講座

⑤　とっとり市報

現在、加入している医療
保険の種類により保険料率
が決まっています。
■健康保険などに加入し
ている人
給与（標準報酬月額）を
基準に各医療保険ごとに決
められている介護保険料率
に応じて計算され、医療保
険料と一緒に給与から引き
去りします。（原則として、
本人・事業主2分の1の割
合で負担）
■鳥取市の国民健康保険
に加入している人
国保に加入している第2

号被保険者（40～64歳）
の介護保険料は、国保の保
険料と一緒に世帯主が支払
います。

デイサービスセンターでのレクリエーションのようす 


